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【2018年10月6日～2018年10月12日までの推移】

1/1

トルコの金融市場動向 Weekly Report

先週のトルコ・リラ相場は対米ドル・対円ともに上昇し

ました。トルコの2年国債金利は上昇しました。

先週のトルコ市場は、米国との関係悪化の主因の一

つであった米国人牧師の拘束について、10月12日

（現地、以下同様）の聴聞後に釈放されることを織り込

んで、トルコ･リラは対米ドル・対円ともに上昇しました。

実際、米国人牧師は自宅軟禁を解除され、帰国の途

に就きました。経済指標では、11日に発表された8月

の経常収支は2015年9月以来の黒字に転じました。急

速なリラ安でトルコ旅行が割安となったことが貢献し、

サービス収支の黒字が大幅に拡大しました。

【トルコ・リラ 為替推移】

（トルコ・リラ/米ドル）

（出所：ブルームバーグより大和投資信託作成）

主な懸案事項の一つであった米国人牧師が釈放さ

れたことや、トランプ米大統領の攻撃の矛先がサウジ

アラビアに移ったことで、今週のトルコは材料に乏しく、

安定的に推移しそうです。

経済指標では、財政収支や鉱工業生産が発表され

ます。財政赤字の拡大基調や生産活動の停滞は市場

ではある程度予想されていると考えています。市場の

関心は今月25日に予定されている金融政策決定会合

に向いており、18日にトルコ中央銀行から発表される

インフレ期待調査およびエルドアン大統領による高金

利批判があるかどうかに注目しています。

【1】先週の回顧

【2】今週の見通し 【トルコ 金利推移】

※四捨五入の関係で数値とグラフの目盛りが一致しない場合があります。
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（円/トルコ・リラ）


